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近
年
、
世
帯
規
模
は
急
速
に
縮
小
し
て
き
て
お
り
、

一
世
帯
当
た
り
の
平
均
人
員
数
は
、
一
九
九
〇
年
の

「
国
勢
調
査
」
で
は
三
・
〇
一
人
と
過
去
三
十
年
間

で
二
人
の
減
少
を
み
て
い
る
。
横
浜
市
で
は
さ
ら
に

小
家
族
化
が
進
ん
で
お
り
、
一
九
九
〇
年
に
は
二
・

七
五
人
と
な
っ
た
（
図
－
１
）
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
世
代
分
離
の
進
行
に
よ
る
三
世

代
世
帯
の
減
少
、
出
生
率
の
低
下
、
若
年
単
身
世
帯

の
増
加
な
ど
が
あ
る
。

世
代
分
離
の
進
展

①
－
世
帯
構
成
の
変
化

　
過
去
二
十
年
間
の
全
国
の
世
帯
構
成
の
変
化
を
み

る
と
、
核
家
族
世
帯
（
＝
夫
婦
の
み
の
世
帯
十
夫
婦

と
未
婚
の
子
の
み
の
世
帯
十
ひ
と
り
親
世
帯
）
の
比

率
そ
の
も
の
に
大
き
な
変
動
は
な
く
、
三
世
代
世
帯

の
減
少
と
単
身
世
帯
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

ア
核
家
族
世
帯
の
推
移

　
核
家
族
世
帯
の
比
率
の
推
移
を
「
平
成
四
年
国
民

生
活
基
礎
調
査
」
で
追
っ
て
み
る
と
、
一
九
七
〇
年

以
降
六
〇
％
を
前
後
し
て
お
り
、
九
二
年
に
は
五
九
・

○
％
で
あ
っ
た
。

　
内
訳
を
み
る
と
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
は
、
七
〇
年

に
は
全
世
帯
の
一
〇
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
九
二
年

に
は
一
七
・
二
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
夫
婦
と
未
婚
の
子
の
み
の
世
帯
は
、
七
〇
年
の

四
一
・
二
％
か
ら
、
九
二
年
の
三
七
・
〇
％
べ
と
や

や
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
ひ
と
り
親
世
帯
は
、
こ
の
間
に
大
き
な
変
動
は
な

く
、
七
〇
年
で
五
・
一
％
、
九
二
年
に
は
全
世
帯
の

四
・
八
％
で
あ
っ
た
。
（
図
－
２
・
表
－
１
）

イ
三
世
代
世
帯
の
減
少

　
三
世
代
世
帯
は
一
九
七
〇
年
に
全
世
帯
の
一
九
・

図一１　一世帯当たり人口

①
家
族
形
態
の
多
様
化

１２３
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二
％
で
あ
っ
た
が
、
九
二
年
に
は
一
三
・
一
％
へ
と

減
少
し
て
い
る
。
そ
の
減
少
分
は
、
子
供
が
独
立
し

た
あ
と
夫
婦
の
み
で
暮
ら
す
世
帯
で
あ
り
、
夫
婦
の

み
の
世
帯
と
し
て
核
家
族
に
組
み
込
ま
れ
た
。

ウ
単
身
世
帯
の
増
加

　
若
年
単
身
世
帯
や
、
子
供
と
別
居
し
て
暮
ら
す
高

齢
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
単
身
世
帯
Ｇ
比
率

は
一
九
七
〇
年
の
一
八
・
五
％
か
ら
、
九
〇
年
で
二

図一２　家族・世帯構成の推移（全国）

一
・
二
％
、
九
二
年
に
は
二
一
・
八
％
へ
と
増
え
て

い
る
。

◇
横
浜
市
の
動
向

　
横
浜
市
の
世
帯
構
成
の
変
化
を
「
国
勢
調
査
」
で

み
る
と
、
単
身
世
帯
の
比
率
の
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、

一
九
七
〇
年
に
は
全
世
帯
の
一
二
・
二
％
で
あ
っ
た

が
、
九
〇
年
に
は
二
六
・
五
％
と
、
二
十
年
間
で
二

倍
以
上
に
増
え
て
い
る
。

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

　
ま
た
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
、
全
国
の
核
家
族
世

帯
の
割
合
が
横
ば
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
横
浜
市

の
核
家
族
世
帯
は
、
一
九
七
〇
年
に
全
世
帯
の
七
二
・

三
％
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
に
は
六
四
・
四
％
に
減

少
し
て
い
る
。
三
世
代
を
含
む
そ
の
他
の
親
族
世
帯

の
割
合
も
、
こ
の
間
に
一
五
・
〇
％
か
ら
八
・
九
％

へ
と
減
少
し
て
い
ゐ
（
図
－
３
）
。
な
お
「
国
民
生
活

基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、
一
九
九
二
年
の
時
点
で
の

横
浜
市
の
世
帯
構
成
の
割
合
は
、
単
身
世
帯
二
四
・

四
％
、
核
家
族
世
帯
六
五
・
一
％
、
三
世
代
を
含
む

そ
の
他
の
親
族
世
帯
一
〇
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

表一１　家族・世帯構成への推移（全国）

図一３　一般世帯の世帯構成の推移（横浜市）
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②
－
高
齢
者
の
同
居
・
別
居
形
態
の
現
状

　
世
帯
構
成
の
変
化
で
は
、
単
身
世
帯
の
増
加
と
三

世
代
世
帯
の
減
少
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
子
供
が
結
婚

後
、
親
と
別
居
す
る
の
が
一
般
的
と
な
り
、
夫
婦
の

み
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢

者
に
限
っ
て
、
世
帯
構
成
の
変
化
を
み
る
と
よ
り
鮮

明
と
な
る
。

ア
高
齢
者
の
子
供
と
の
同
居
の
減
少

　
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
世
帯
構
成
を
み
る
と
、

夫
婦
の
み
で
暮
ら
す
世
帯
の
割
合
は
、
一
九
八
〇
年

か
ら
一
九
九
〇
年
の
間
に
一
八
・
一
％
か
ら
二
四
・

一
％
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の

単
身
世
帯
も
七
・
八
％
か
ら
一
〇
・
九
％
へ
増
え
て

い
る
。

　
一
方
、
子
供
と
同
居
す
る
高
齢
者
（
三
世
代
世
帯
）

は
、
六
九
・
八
％
か
ら
六
〇
・
六
％
に
減
少
し
て
い

図一４　高齢者の世帯類型の推移（全国）

る
（
図
－
４
）
。

◇
横
浜
市
の
動
向

　
横
浜
市
に
つ
い
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の

い
る
世
帯
構
成
を
み
る
と
、
三
世
代
世
帯
の
比
率
の

減
少
が
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。

　
三
世
代
世
帯
は
、
一
九
八
〇
年
に
は
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
い
る
世
帯
の
三
九
・
二
％
で
あ
っ
た

が
、
九
〇
年
に
は
二
七
・
一
％
に
減
少
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
単
身
世
帯
（
八
〇
年
九
・
九
％
↓
九
〇

年
一
五
・
二
9
6
）
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
（
一
八
・
六

％
↓
二
五
・
六
％
）
は
増
加
し
て
い
る
。

イ
配
偶
者
の
い
な
い
子
供
と
の
同
居

　
子
供
と
の
同
居
者
は
、
子
供
夫
婦
と
暮
ら
す
場
合

と
、
配
偶
者
の
い
な
い
子
供
と
暮
ら
す
場
合
に
分
け

ら
れ
る
。

　
配
偶
者
の
い
な
い
子
供
と
同
居
す
る
高
齢
者
は
、

一
九
九
一
年
に
は
高
齢
者
全
体
の
一
七
・
九
％
で
あ
っ

図一5　65歳以上の者の子との同居・非同居状況
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た
。
中
年
の
未
婚
者
や
、
配
偶
者
と
の
離
別
者
が
老

親
と
同
居
す
る
ヶ
Ｉ
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
う
か

が
え
よ
う
。

ウ
高
齢
な
ほ
ど
高
い
同
居
率

　
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
、
五
歳
き
ざ
み
の
区

分
で
み
る
と
、
高
齢
な
ほ
ど
子
供
と
同
居
す
る
割
合

が
高
い
。
一
九
九
二
年
に
は
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢
。

者
で
は
七
二
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
性
別
で
は
、

女
性
の
ほ
う
が
同
居
比
率
は
高
い
。

エ
同
居
に
代
わ
る
隣
居
・
近
居

　
近
年
、
確
か
に
子
供
と
別
居
す
る
世
帯
の
割
合
が

増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
別
居
の
中
に
は
比
較
的
近

く
に
居
住
す
る
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
生
計
は
別
で
あ
る
が
、
同
一
敷
地
内
や
二
世
帯
住

居
に
住
む
「
隣
居
」
、
町
内
会
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
、

回
覧
板
が
回
さ
れ
る
程
度
の
範
囲
に
住
む
「
近
居
」

（
い
ず
れ
も
厚
生
省
調
査
の
定
義
）
の
割
合
が
わ
ず

か
で
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
子
供
と
同
居
す
る
比
率
は

一
九
八
六
年
の
六
四
・
三
％
か
ら
九
二
年
の
五
七
・

一
％
へ
七
・
二
％
減
少
し
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
の
六
年
間
で
「
隣
居
」
は
三
・
四
％
か

ら
三
・
八
％
、
「
近
居
」
は
五
・
六
％
か
ら
七
・
二

％
、
「
同
一
市
区
町
村
」
が
七
・
三
％
か
ら
八
エ
ハ

％
へ
と
、
お
の
お
の
わ
ず
か
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
加

し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
同
居
、
隣
居
、
近
居
、
同
一
市
区
町

村
を
合
計
ず
る
と
、
六
年
間
に
八
〇
・
六
％
か
ら
七

六
・
七
％
へ
と
三
・
九
％
減
少
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

Ｏ

い◇
横
浜
市
の
動
向

　
　
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
（
一
九
九
二
年
）
の
横

浜
市
の
結
果
を
み
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
子
供
と
同
居
す
る
比
率
は
四
八
・
二
％
で
あ
り
、

全
国
よ
り
八
・
九
％
低
い
が
、
逆
に
「
隣
居
」
は
九
・

二
％
と
全
国
の
三
・
八
％
に
比
べ
て
か
な
り
多
い
。

さ
ら
に
「
近
居
」
を
含
め
る
と
七
・
一
％
全
国
を
上

回
る
。

　
子
供
と
の
同
居
比
率
で
は
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る

が
、
同
居
、
隣
居
、
近
居
、
同
一
市
区
町
村
を
合
計

す
る
と
、
横
浜
市
七
五
・
五
％
、
全
国
七
六
・
七
％

と
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
（
図
－
５
）
。

婚
姻
に
関
す
る
変
化

　
人
々
の
婚
姻
に
対
す
る
意
識
や
行
動
も
近
年
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
晩
婚
化
・
非
婚
化
か
進
展
し
、
離
婚

率
が
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

①
－
晩
婚
化
・
非
婚
化
の
現
状

ア
若
年
期
の
未
婚
率
の
上
昇

　
二
十
五
～
二
十
九
歳
の
女
性
の
未
婚
率
を
み
る
と
、

一
九
九
〇
年
の
時
点
で
四
〇
・
四
三
％
で
あ
り
、
一

九
八
〇
年
に
比
べ
約
一
六
％
も
上
昇
し
て
い
る
。
都

道
府
県
別
で
は
東
京
都
が
最
も
高
く
、
一
九
九
〇
年

で
五
三
・
七
八
％
で
あ
る
。
ま
た
、
最
も
低
い
の
は

三
重
県
の
三
一
・
六
〇
％
で
あ
り
、
東
京
都
に
比
べ

て
二
〇
％
以
上
の
差
が
あ
る
。

　
女
性
と
同
様
に
男
性
の
未
婚
率
も
上
昇
し
て
き
て

い
る
。
三
十
圭
二
十
四
歳
の
男
性
の
未
婚
率
は
、
一

九
九
〇
年
の
時
点
で
三
二
・
八
三
％
に
達
し
て
お
り
、

八
〇
年
に
比
べ
て
約
一
一
％
上
昇
し
て
い
る
。
都
道

府
県
別
で
は
、
女
性
と
同
様
、
東
京
都
が
最
を
高
く
、

一
九
九
〇
年
で
四
四
・
三
八
％
で
あ
る
。
神
奈
川
県

は
三
七
・
一
二
％
で
、
東
京
都
に
次
い
で
高
い
。

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

図一６　生涯未婚率の推移
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◇
横
浜
市
の
動
向

　
横
浜
市
で
も
同
様
に
、
若
年
期
の
男
女
の
未
婚
率

は
高
い
。
一
九
九
〇
年
の
時
点
で
二
十
五
～
二
十
九

歳
の
女
性
の
未
婚
率
は
四
〇
・
九
％
、
三
十
圭
二
十

四
歳
の
男
性
の
未
婚
率
は
三
五
・
五
％
に
達
し
て
い

る
。

イ
中
年
期
の
未
婚
率
の
上
昇

　
さ
ら
に
、
中
年
期
の
男
女
の
未
婚
率
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
三
十
五
～
二
十
九
歳
で
は
、
一
九
九
〇
年

に
は
男
性
の
一
九
・
〇
九
％
、
女
性
の
七
・
五
二
％

が
未
婚
で
あ
り
、
八
〇
年
の
男
性
八
・
五
％
、
女
性

五
・
五
％
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
男

性
で
顕
著
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
現
状
で
は
晩
婚
化
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ま
ま
非
婚
化
に
進
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ウ
生
涯
未
婚
率
の
上
昇

　
五
十
歳
の
時
点
で
の
独
身
者
の
割
合
で
あ
る
生
涯

未
婚
率
は
、
一
九
八
〇
年
に
は
、
男
性
二
・
六
％
、

女
性
四
・
五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
九
〇
年
に
は
男
性

五
・
六
％
、
女
性
四
・
三
％
と
な
り
、
男
性
が
倍
増

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
九
〇
年
の
東
京
都
の
生
涯

未
婚
率
は
男
性
が
一
〇
・
五
％
、
女
性
が
八
・
三
％

に
達
し
て
い
る
（
図
一
６
）
。

　
今
後
の
生
涯
未
婚
率
は
、
先
に
あ
げ
た
若
年
層
、

中
年
層
の
結
婚
へ
の
意
識
、
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　
横
浜
市
市
民
局
の
「
男
女
の
役
割
分
業
と
家
庭
に

関
す
る
調
査
」
（
一
九
九
三
年
）
で
は
、
「
一
生
結
婚

し
な
い
」
と
す
る
未
婚
者
の
比
率
が
女
性
八
・
一
％
、

男
性
六
・
三
％
で
あ
り
、
こ
の
比
率
は
全
国
の
三
・

二
％
、
二
・
四
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
図
－

７
）
。

②
－
離
婚
率
の
上
昇

ア
若
年
層
の
離
婚
率
の
上
昇

　
近
年
、
離
婚
率
は
着
実
に
上
昇
し
て
い
る
。
年
齢

階
級
別
の
有
配
偶
者
に
対
す
る
離
別
者
の
割
合
（
訂

正
離
婚
率
）
を
み
る
と
、
二
十
五
～
一
十
九
歳
の
男

性
で
は
一
九
八
五
年
の
一
・
四
六
％
か
ら
、
九
〇
年

の
一
・
八
七
％
へ
、
三
十
上
二
十
四
歳
の
男
性
で
は

二
・
〇
〇
％
か
ら
二
・
一
三
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

　
女
性
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
二
十
五
～

二
十
九
歳
で
は
一
九
八
五
年
の
二
・
二
二
％
か
ら
、

九
〇
年
の
二
・
八
〇
％
へ
、
三
十
上
二
十
四
歳
で
は

三
・
五
〇
％
か
ら
三
・
七
八
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
割
合
は
欧
米
諸
国
に
比
べ
る
と
高
く
は
な

い
が
、
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

　
同
居
期
間
別
で
離
婚
の
発
生
件
数
の
割
合
を
み
る

と
、
四
年
以
内
に
離
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
が
全
離
婚
件

数
の
三
八
・
一
％
、
五
～
九
年
が
二
一
・
二
％
（
い

ず
れ
も
一
九
九
〇
年
）
で
あ
り
、
結
婚
生
活
の
年
数

が
浅
い
う
ち
の
離
婚
が
多
い
。

イ
熟
年
離
婚
の
増
加

　
一
方
、
結
婚
し
て
二
十
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
離

婚
に
お
よ
ぶ
「
熟
年
離
婚
」
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
例

え
ば
、
一
九
八
〇
年
に
は
全
離
婚
件
数
の
七
・
七
％

で
あ
っ
た
が
、
九
一
年
に
は
一
四
・
七
％
に
ま
で
増

加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
子
供
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
離
婚
の
時

期
を
子
供
が
独
立
す
る
ま
で
、
先
延
ば
し
し
て
い
る

こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
有
子
離
婚

（
十
八
歳
未
満
の
子
供
が
い
る
親
の
離
婚
）
の
件
数

に
大
き
な
変
動
は
な
い
。
ま
た
、
先
に
み
た
よ
う
に
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
全
世
帯
に
占
め
る
割
合
も
比
較
的

一
定
し
て
い
る
。

◇
横
浜
市
の
動
向

図一７　未婚者の結婚への意向（横浜市、全国）
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横
浜
市
で
は
、
四
年
以
内
に
離
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル

が
四
〇
・
七
％
、
五
～
九
年
が
二
〇
・
一
％
（
い
ず

れ
も
一
九
九
〇
年
）
と
な
っ
て
お
り
、
十
年
前
に
比

べ
る
と
四
年
以
内
の
比
率
（
二
八
・
〇
％
）
が
一
〇

％
以
上
伸
び
て
い
る
。

　
ま
た
、
結
婚
し
て
二
十
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
の

離
婚
は
、
一
九
八
〇
年
で
す
で
に
全
国
を
五
％
上
回

る
一
二
・
七
％
に
達
し
て
い
る
。
九
〇
年
の
熟
年
離

婚
の
比
率
は
一
四
・
一
％
で
あ
っ
た
（
図
－
８
）
。

少
子
化
の
進
展

①
－
出
生
率
の
低
下

　
少
子
化
を
表
す
指
標
の
一
つ
に
、
一
人
の
女
性
が

生
涯
平
均
何
人
の
子
供
を
産
む
か
の
推
計
で
あ
る
合

計
特
殊
出
生
率
（
十
五
歳
～
四
十
九
歳
ま
で
の
年
齢

別
出
生
率
の
単
純
合
計
）
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
再
生
産
年
齢
（
子
供
を
産
む
こ
と
が
可

能
な
年
齢
、
通
常
は
十
五
～
四
十
九
歳
ま
で
と
し
て

い
る
）
に
あ
る
女
性
の
有
配
偶
者
率
と
有
配
偶
者
の

出
生
率
に
左
右
さ
れ
る
。

　
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移
を
み
る
と
、
団
塊
の
世

代
の
出
産
期
に
あ
た
る
一
九
七
五
年
前
後
に
二
・
〇

を
下
回
り
、
八
五
年
に
一
・
七
六
、
九
三
年
に
は
さ

ら
に
一
・
四
六
ま
で
低
下
し
た
。

◇
横
浜
市
の
動
向

　
横
浜
市
で
も
、
近
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
低
下

し
て
い
る
。
一
九
八
五
年
に
は
Ｉ
・
六
二
で
あ
っ
た

の
が
、
九
二
年
に
は
一
・
三
三
、
さ
ら
に
九
三
年
に

は
一
・
三
〇
ま
で
低
下
し
た
（
図
－
９
）
。

②
－
第
一
子
出
産
年
齢
の
上
昇

　
現
在
の
急
激
な
出
生
率
の
低
下
は
、
晩
婚
化
が
進

図一８　同居を始めてから離婚までの期間別にみた離婚の内訳（横浜市、全国）み
、
従
来
な
ら
出
産
期
に
あ
た
る
女
性
た
ち
の
未
婚

率
が
上
昇
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
の
現
れ
と
し
て
、
平
均
第
一
子
出
産
年

齢
の
上
昇
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一
九
八
七
年
に
は
二

六
・
八
歳
だ
っ
た
の
が
九
二
年
に
は
二
七
・
一
歳
へ

上
昇
し
て
い
る
。

　
現
在
結
婚
を
先
延
ば
し
し
て
い
る
女
性
た
ち
が
、

や
が
て
結
婚
し
出
産
す
れ
ば
出
生
率
は
回
復
す
る
と

の
予
想
も
あ
る
。

◇
横
浜
市
の
動
向

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向
②
家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

図一９　合計特殊出生率の推移（横浜市、神奈川県、･全国）　
横
浜
市
で
も
、
第
一
子
出
産
年
齢
が
上
昇
傾
向
に

あ
る
。

　
横
浜
市
衛
生
局
の
「
衛
生
年
報
」
（
一
九
九
二
年
）

に
よ
る
と
、
横
浜
市
の
女
性
の
う
ち
三
十
～
二
十
九

歳
に
第
一
子
を
出
産
し
た
割
合
は
、
一
九
八
〇
年
に

全
体
の
一
九
・
〇
％
で
あ
っ
た
の
が
、
九
〇
年
に
は

二
三
・
七
％
に
上
昇
し
た
（
図
－
1
0
）
。

③
－
既
婚
女
性
の
出
生
児
数

　
既
婚
女
性
に
限
っ
た
場
合
、
平
均
二
人
は
子
供
を

資料：『人口統計資料集』、厚生省

　　　　『人口動態統計』、厚生省
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産
ん
で
い
る
。
結
婚
期
間
が
十
五
～
十
九
年
の
女
性

の
場
合
、
平
均
出
生
児
数
は
、
一
九
七
二
年
で
二
・

二
二
人
、
九
二
年
で
も
二
・
二
一
人
と
大
き
な
変
化

が
な
く
安
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
供
の
数
の
内
訳
を
み
る
と
、
一
九
九
二

年
に
は
、
二
人
が
全
体
の
五
六
・
四
％
、
三
人
が
二

六
・
五
％
、
一
人
が
九
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
調

査
時
点
を
十
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
、
や
は
り
二
人
っ

子
世
帯
が
多
く
、
比
率
に
大
き
な
変
動
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
数
字
に
は
、
一
九
六

〇
年
以
降
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ

て
い
な
い
。
今
後
の
平
均
出
生
児
数
は
、
こ
の
世
代

が
何
人
の
子
供
を
産
ん
で
い
く
か
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
（
表
－
２
）
。

図一10　母親の年齢階層別第一子出生比率（横浜市）

「横浜の女性1993」横浜市市民局

表－２　出生児数分布および平均出生児数の推移(結婚持続期間15～19年・

　　　　全国)
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